
 

研究結果

図1にH28年末までの診療実績を示す。

登録患者数は、H27年末に4000名を超えた。年次

患者数は、この4年間200名を下回っているが、数

字としては足踏み状態である。

最近の感染経路は、80％近くが男性同性愛者

（MSM）であり、診断時AIDS発症者が25〜30％と

ほぼ同じ傾向である。

治療効果に関しては、H27年度、H28年度の未治

療患者も含んだ通院患者のうちウイルス量が20コピ

ー以下の比率は、それぞれ93.1％、93.6％であった。

H27年度およびH28年度の出張研修の実施日に関

しては、下記の通りである。

研修内容は、姫路医療センターでは基礎コースの

研修を行ったが、それ以外は首都圏外も含めすべて

上級編で実施した。香川医大では、基礎編も一部加

えた。
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 図1　登録患者数と年次推移



ACCで開催する研修は、下記のコースで行った。

この2年間のACCで行った研修の受講者数は、以

下の通りであり、全国のHIV診療の均霑化の一助に

なったと思われる。

考察

新患患者数を見ると、例年とほぼ同じ傾向で、よ

り検査に届かない集団へのアプローチの必要性が再

認識された。

ACCで実施の研修に関しては、毎年内容の更新

を行い、基本コースである1週間コースを受講すれ

ば、その年の新しい情報はもれなく聞くことができ

るようになっている。このコースの希望者は多く、

年4回の開催であるが、希望しても受講できないと

いうクレームも少なくない。また、2日間の医師向

け短期コースを1週間コースに併設し、横幕班から

のサポートにより受講できるようにした。これによ

り、今後もより多くの医師がACC研修に参加でき

るのではないかと期待している。首都圏外への出張

研修の場合には、病院によりHIV診療のレベルが異

なり、新しい情報より、基礎的な内容を希望する施

設もあることから、基礎コースを作成している。

HIV診療の均霑化という意味では、最低限の情報を

理解してもらうことも重要であろう。

結論

この2年間も、研修に関しては例年通り活動する

ことができた。今後研修の評価システムをどうして

いくかが検討課題である。
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